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借
金
返
済
の
た
め
に
借
金
を
繰
り
返
し
、

多
数
の
金
融
業
者
に
多
額
の
借
金
を
抱
え
て

し
ま
っ
た
…
。
こ
れ
を
「
多
重
債
務
」
と
い

い
、
厳
し
い
取
り
立
て
等
を
苦
に
し
て
、
自

殺
や
家
出
、
夜
逃
げ
を
し
て
い
る
多
重
債
務

者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
必
ず

解
決
の
方
法
は
あ
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

多
重
債
務
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

一
刻
も
早
く
相
談
を

　
努
力
を
し
て
も
借
金
を
返
済
で
き
な
い

状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
返

済
の
た
め
に
新
た
な
借
金
を
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
ヤ
ミ
金
融
の
被
害
に
遭
う
恐
れ

も
あ
る
な
ど
、
か
え
っ
て
問
題
を
悪
化
さ

せ
て
し
ま
う
結
果
と
な
り
が
ち
で
す
。

　
多
重
債
務
の
相
談
窓
口
に
一
刻
も
早
く

連
絡
し
、
法
律
専
門
家
（
弁
護
士
ま
た
は

司
法
書
士
）
の
支
援
を
得
て
、
解
決
策
を

検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　
ヤ
ミ
金
融
で
借
り
て
し
ま
っ
た
時
は
、

警
察
に
も
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

法
律
専
門
家
に

債
務
整
理
を
委
託
し
た
場
合

　
債
務
整
理
を
受
任
し
た
弁
護
士
ま
た
は

司
法
書
士
が
、
貸
金
業
者
に
そ
の
旨
を
通

知
す
れ
ば
、
取
り
立
て
が
止
ま
り
ま
す
。

　
債
務
整
理
を
受
任
し
た
弁
護
士
ま
た
は

司
法
書
士
は
、
取
り
引
き
の
あ
っ
た
貸
金

業
者
か
ら
取
引
履
歴
を
取
り
寄
せ
、
利
息

制
限
法
の
利
率
で
引
き
直
し
計
算
を
し
、

借
金
の
額
を
確
定
し
ま
す
。

●
弁
護
士
費
用
な
ど
を
立
て
替
え
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　
山
口
県
弁
護
士
会
で
は
、
法
律
相
談
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
当
面
の
間
、
多
重
債

務
に
係
る
法
律
相
談
（
30
分
）
の
費
用

（
通
常
は
５
０
０
０
円
）
を
無
料
と
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
周
南
地
区
法
律
相

談
セ
ン
タ
ー
（

０
８
３
４(

３
１)

４
０
２

９
）
、
ま
た
は
市
の
生
活
安
全
課
市
民
相

談
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

『
多
重
債
務
』

一
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
を

　
７
月
を
「
山
口
県
多
重
債
務
相
談
強
化

月
間
」
と
し
、
山
口
県
弁
護
士
会
・
山
口

県
司
法
書
士
会
と
自
治
体
が
共
同
し
て
、

多
重
債
務
者
向
け
無
料
法
律
相
談
会
（
周

南
地
域
）
を
開
催
し
ま
す
。
※
要
予
約

●
日
時

７
月
18
日

　
10
時
〜
16
時
（
弁
護
士
）

７
月
19
日

　
10
時
〜
16
時
（
司
法
書
士
）

●
場
所
　
山
口
県
周
南
総
合
庁
舎
　
７
階

●
予
約
受
付
人
数
　
両
日
と
も
10
人

●
予
約
受
付
　
７
月
１
日

　
８
時
30
分
〜

周
南
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
８
３
４

(

２
２)

８
３
２
１
／
山
口
県
県
民
生
活
課

０
８
３(

９
３
３)

２
６
０
８

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　　　
４
月
１
日
か
ら
、
一
定
の
省
エ
ネ
改
修

工
事
を
行
っ
た
住
宅
に
対
し
固
定
資
産
税

が
減
額
さ
れ
る
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

　
外
壁
や
窓
を
通
し
て
の
熱
の
損
失
を
防

止
す
る
改
修
工
事
を
行
っ
た
住
宅
に
対

し
、
床
面
積
１
２
０

ま
で
を
限
度
と
し

て
、
翌
年
度
分
の
１
回
に
限
り
固
定
資
産

税
額
の
３
分
の
１
を
減
額
し
ま
す
。

●
改
修
工
事
が
平
成
20
年
１
月
１
日
に
存

在
し
て
い
た
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

に
対
し
て
行
わ
れ
る
こ
と

●
改
修
工
事
が
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
こ
と

●
次
の
①
か
ら
④
ま
で
の
う
ち
、
①
ま
た

は
①
と
併
せ
て
改
修
工
事
を
行
う
こ
と

①
窓
の
改
修
工
事
（
二
重
サ
ッ
シ
化
、
複

　
層
ガ
ラ
ス
化
な
ど
）

②
床
の
断
熱
改
修
工
事

③
天
井
の
断
熱
改
修
工
事

④
壁
の
断
熱
改
修
工
事

※
い
ず
れ
も
外
気
な
ど
と
接
す
る
も
の
の

工
事
に
限
り
ま
す
。

※
改
修
部
位
が
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
新

た
に
適
合
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用
が
30
万
円
以

上
で
あ
る
こ
と

（
注
）
一
度
限
り
の
適
用
と
な
り
、
新
築

住
宅
に
対
す
る
減
額
措
置
や
耐
震
改
修
に

伴
う
減
額
措
置
の
特
例
と
合
わ
せ
て
の
適

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
工
事
完
了
後
３
か
月
以
内
に
、
税
務
課

資
産
税
係
に
備
え
付
け
の
申
告
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
次
の
書
類
を
添
え
て

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

・
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
証
明
書
（
建
築

士
、
指
定
確
認
検
査
機
関
ま
た
は
登
録
住

宅
性
能
評
価
機
関
が
発
行
し
た
も
の
。
証

明
手
数
料
な
ど
に
つ
い
て
は
事
前
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
）

・
工
事
費
の
領
収
書
な
ど
の
写
し

（
省
エ
ネ
改
修
工
事
に
直
接
要
し
た
工
事

費
が
30
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で

き
る
も
の
）

※
必
要
に
応
じ
て
、
現
地
確
認
を
お
願
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
申
し
込
み
・
問
合
せ
　
税
務
課
資
産
税

係

０
８
３
３(

７
２)

１
４
０
０

減
額
適
用
の
要
件

申
告
方
法

住
宅
の
熱
損
失
防
止
改
修
工
事

（
省
エ
ネ
改
修
工
事
）
に
伴
う

固
定
資
産
税
の
減
額
に
つ
い
て


